
（１） 目 的

無線障害を低減するため、様々な機器・設備が発生する無線妨害波（不要電波）に関する許容値

と測定法を国際的に規定すること。

※ CISPR: Comité International Spécial des Perturbations Radioélectriques

（２） 活 動

電気器具、パソコン、自動車、工業・科学及び医療の機器など妨害源となる各種の機器について

妨害波の許容値及び測定法の検討を行い、国際標準として発行。

不要電波の発生

許容値・測定法の
検討･規定

（３） 組 織

ＩＥＣ（国際電気標準会議）の特別委員会。

1934年に設立。

ＩＥＣの他の専門委員会とは異なり、無線妨害の抑圧に関心を持つ国際機関が構成員となってい

るほか、ＩＴＵ－Ｒなどと密接な協力体制がとられている。

国際無線障害特別委員会(CISPR)の概要

別 添

国際無線障害特別委員会（CISPR）の構成

ＳＣ－Ｓ 運営委員会

総 会

ＳＣ－Ｄ 自動車及び内燃機関駆動装置の電気・ 電子機器に関する妨害

ＳＣ－Ｆ 家庭用電気機器、電動工具、照明装置及び類似のもののＥＭＣ

ＳＣ－Ｈ 無線通信業務の保護のための基準

ＳＣ－Ａ 無線妨害波測定及び統計手法

ＳＣ－Ｂ 工業用、科学用及び医療用高周波利用設備並びに電力線、高電圧機器及び電気鉄道からの妨害

ＳＣ－Ｉ ＩＴ機器、マルチメディア機器及び受信機のＥＭＣ

※ 今回の一部答申が準拠したCISPR16-2-3は、SC-Aにおいて検討された。
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